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－顧客中心主義を体現する先進的な運営管理－ 

SBI アセットマネジメントにおけるプロダクト・ガバナンスの推進状況および 

『SBI 中国テクノロジー株ファンド』の繰上償還について 

当社子会社の SBI アセットマネジメント株式会社（以下「SBI アセット」）は、2023 年 6 月 16 日

に「SBI アセットマネジメントにおける投資家の資産形成に資するプロダクト提供方針について」と

題するプレスリリースを通じて、業界に先駆けてプロダクト・ガバナンス方針と数値目標を明示し、

その実行と進捗管理に取り組んでまいりました。 

SBI アセットが掲げる「顧客中心主義」の経営方針のもと、長期・積立・分散投資に資する低コス

トかつ高品質な商品提供に加え、投資判断に資する透明性の高い情報開示、さらに合理的かつ柔軟な

ファンド運用体制の構築を一貫して進めております。 

また、プロダクト・ガバナンス方針の下、『SBI 中国テクノロジー株ファンド』に関しましては、

運用方針の最適化とともに信託報酬の引下げ等の改善を行ってまいりましたが、2025 年 8 月 29 日現

在の信託財産は約 4.26 億円と低迷しており、今後も本ファンドの信託財産の大幅な増加は見込み難

く、残存口数は 2020 年 3 月の設定以来、約款および目論見書に記載の繰上償還条項にある 10 億口を

大幅に下回る状況が続いているため、効率的な運用の継続が難しくなりつつあり、繰上償還を選択す

ることが受益者にとって有利であるとの判断から、受益者の皆さまに対して繰上償還の書面決議をご

提案させていただくことといたしましたので、お知らせいたします。 

本プロダクト・ガバナンス方針に基づき達成した施策の進捗は、2025 年 9 月 10 日時点で以下の通

りですが、ご投資家の皆さまにおかれましては、『SBI 中国テクノロジー株ファンド』の繰上償還の

ご提案も、同方針の一環として顧客本位の考えの下で決定されたましたことをご理解いただきますよ

うお願いいたします。 

 

■ 公表済みプロダクト・ガバナンス方針（2023 年 6 月 16 日発表） 

1. 商品提供の充実 

 長期・積立・分散投資に適した、低コストのインデックス型ファンドの拡充 

2. 情報提供／情報開示の強化 

 投資判断に資する適時情報提供と、運用経費を含めた実質的コストに関する情報開示 

3. 運用・管理におけるモニタリングによる品質管理 

 効率性と経済性を重視した信託報酬の適正化および資産規模に応じた継続的管理 

 



 

 

■ 主な施策と進捗状況 

(1) 業界最低水準の総経費率を追求した商品設計 

 2025 年 8 月末現在、インデックス・アクティブを問わず 38 本の低コスト新規ファンドを設

定済み。さらに 2025 年 9 月に、オルタナティブ投資であるプライベート・クレジットを投資

対象とする新型ファンドを含めて 4 ファンドを設定※1 

 13 本の既存ファンドにおいて、計 17 回にのぼる信託報酬引き下げを実施※2 

＜対象ファンド例＞ 

SBI・i シェアーズ・全世界債券インデックス・ファンド／EXE-i シリーズ各種／SBI・S・米

国高配当株式ファンド（年 4回決算型）/SBI 中国テクノロジー株ファンド など 

 (2) 総経費率の先行開示 

投資信託協会による開示ルールの施行（2024 年 4 月 21 日）に先駆け、2023 年 8 月 11 日使用

開始の目論見書から総経費率の開示を自主的に開始。 

(3) 資産規模・パフォーマンス・費用対効果に基づく繰上償還の推進 

 アクティブ型 57 ファンドに対して、3年以内（2026 年 6 月まで）に 29 本（＝50%）の償還を

目標 

 2025 年 9 月末までに 24 ファンド（＝83%）の繰上償還が完了予定※3 

 『SBI 中国テクノロジー株ファンド』は、書面決議が可決された場合、11 月 21 日償還予定 

→ 定量的なルールと判断基準に基づく資源の最適配分が進行中 

 

■ 『SBI 中国テクノロジー株ファンド』の繰上償還について 

『SBI 中国テクノロジー株ファンド』（以下「本ファンド」）は、信託財産の中長期的な成長をめ

ざし、主に上海、深セン証券取引所に上場されている人民元建て株式（中国 A株）の中から、主に革

新的なテクノロジーやサービスにより業界を牽引することが期待される企業に厳選投資を行うファン

ドとして 2020 年 3 月 24 日に設定されました。 

中国経済および株式市場の成長を背景に、当初約 3.9 億円で設定された本ファンドは、2021 年 1

月に純資産総額は 9.87 億円まで拡大し、基準価額も同年 12 月に 13,969 円に到達いたしましたが、

その後の中国経済と株式市場の低迷と解約から、純資産総額は減少を続け、2024 年 8 月には基準価

額は 7,642 円、純資産総額も 2.74 億円まで下落いたしました。 

SBI アセットとしましては、中国経済と中国の革新的な技術発展による中長期的な将来性を前提

に、有望企業の厳選投資を続け、2025 年 5 月 24 日には、「顧客中心主義」を軸とした商品性改善の

一環として、運用の柔軟性向上と情報開示の透明性を目的とした運用方針の明確化とともに、受益者

のリターン向上に寄与するため、年 1.265%であった信託報酬率を、中国株式に投資を行うアクティ

ブファンドとしては業界最低水準※4となる年 0.990%に引下げを行いました。 



 

 

その結果、その後の中国株式市場の上昇もあり、2025 年 9 月 10 日の基準価額は 11,387 円、純資

産総額も 4.32 億円と回復はみられるものの、テクノロジー分野における中国と米国の摩擦や対立な

ど地政学的な状況なども考慮し、本ファンドの信託財産の大幅な増加は見込み難く、残存口数も繰上

償還条項にある 10 億口を大幅に下回っており、効率的な運用の継続が難しくなりつつあることか

ら、SBI アセットとしては、このまま運用を継続するよりも繰上償還を選択することが受益者にとっ

て有利であると判断いたしました。 

繰上償還を決定する書面決議に関しましては今後、販売会社から議決権の対象となる受益者※の皆

さまに関連書類が郵送されますので、詳しくはそちらをご確認ください。2025 年 10 月 15 日に予定

されております書面決議において、繰上償還に関する議案が可決された場合、本ファンドは、2025

年 11 月 21 日（金）に信託終了（繰上償還）となります。（本議案が否決となった場合は、繰上償還

は行われません。） 
※2025 年 9 月 12 日時点で本ファンドを保有されている受益者（2025 年 9 月 10 日までに購入の申込が完了しており、且つ同日までに解

約の申込を完了していない受益者） 

 

 

■ 先進的なプロダクト・ガバナンス体制 

SBI アセットにおけるプロダクト・ガバナンス方針に基づく取り組みは、明確な数値基準と、それ

に即した管理・運営体制の一連のサイクルが社内に確立され、進捗が確実に実行されている点におい

て、業界でも極めて先進的なプロダクト・ガバナンス体制と自負しております。 

これこそが、SBI グループが一貫して掲げる「顧客中心主義」の具体的な体現であり、同時に SBI

アセットの経営体制・運営管理体制の優位性を示す確かな証左であると考えております。 

今後も、新商品の開発と既存商品の見直し（信託報酬の引き下げ、繰上償還、運用方針改善等）を

通じて、投資家の皆さまの最適な資産形成に貢献してまいります。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1：2023 年 6 月以降（2025 年 9 月 10 日現在） 

※2：現在のファンド名称で表示。投資対象とする ETF もしくは外国投信等の管理報酬等の当社主導による引下げによるものを含む 

※3：2025 年 9 月 30 日時点（予定含む）、本数ベース。インデックスファンドおよび満期償還ファンドを含む 

※4：公募投資信託（ETF、DC・SMA専用ファンド除く）として、2025年 4月 30日および 8月末現在。ウエルスアドバイザー株式会社調べ 

＊＊＊＊【本件に関するお問い合わせ先】＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ＳＢＩグローバルアセットマネジメント株式会社 管理本部 電話:03(6229)0812  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：sbigam@sbiglobalam.co.jp 

ＳＢＩアセットマネジメント株式会社 商品企画部 電話:03(6229)0170 

（金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 311 号、加入協会：一般社団法人投資信託協会／一般社団法人日本投資顧問業協会） 


